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は
り 

人
な
り
」 

 
 
 
 
 

校
長 

井
上 

弘
規 

 
 

  

本
校
生
徒
の
頑
張
り
が
輝
い
た
二
学
期
も
本
日
を
も
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
保
護
者
・
関
係
者
の
皆
様
の
温

か
な
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」 

 
 

さ
て
、
あ
と

一
週
間
も
す
れ
ば
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
三
学
期
は
、
私
自
身
に

と
っ
て
も
最
後
の
学
期
で
す
。
心
を
込
め
て
本
校
生
徒
と
教
職
員
の
安
全
と
、
充
実
し
た
学
校
生
活
の
実

現
に
手
を
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の
本
年
の
目
標
も
誓
い
ま
す
。
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
い
ま
す
。
年
が
変
わ
っ
た
時
は
、
自
分
の
一
年
後
を
想
像
し
て
抱
負
を
持
つ
良
い
チ
ャ
ン
ス
の

時
。
つ
い
て
は
、
「衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
な
ど
名
言
の
多
い
中
国
春
秋
時
代
の

『管
子
』
の
中
に
、

次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

一
年
の
計
は
、
穀
を
樹
う
る
に
如
か
ず 

  
 
 

十
年
の
計
は
、
木
を
樹
う
る
に
如
か
ず 

      

終
身
の
計
は
、
人
を
樹
う
る
に
如
か
ず 

      

一
樹

一
穫
な
る
者
は
、
穀
な
り 

      

一
樹
十
穫
な
る
者
は
、
木
な
り 

一
樹
百
穫
な
る
者
は
、
人
な
り 

 

一
年
先
を
考
え
る
な
ら
穀
物
を
植
え
る
の
が
よ
い  

十
年
先
を
考
え
る
な
ら 

木
を
植
え
る
の
が
よ
い  

百
年
先
を
考
え
る
な
ら
人
を
育
て
る
べ
き
で
あ
る  

一
を
植
え
て
一
の
収
穫
が
あ
る
の
は
穀
物
で
あ
り  

一
を
植
え
て
十
の
収
穫
が
あ
る
の
は
木
で
あ
り  

一
を
植
え
て
百
の
収
穫
が
あ
る
の
は
人
で
あ
る 

 

 

私
た
ち
教
職
員
は
、
ま
さ
に
人
の
成
長
に
関
わ
る
職
に
あ
り
、
そ
の
責
任
の

大
き
さ
と
使
命
感
を
感
じ
つ
つ
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
使
命
は
、

本
校
教
育
の
理
念
を
精

一
杯
、
内
外
に
示
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
し

い
年
も
保
護
者

・
地
域
社
会
の
皆
様
と
と
も
に
、
「し
っ
か
り
人
を
育
て
た
い
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
良
い
年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
通
り
本

校
教
育
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

学
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だ

よ
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中学校 

2023 年も素敵な１年に！  

【笠中 HP】 

芸術鑑賞会（中中連携） 12 月 22 日（木） 

12 月 22 日（木）は中中連携の一環で和束中学校と芸術鑑賞会を行い、やまなみホールでパ

ーカッションパフォーマンスを鑑賞しました。音響設備の整ったやまなみホールで、実際に

音を出す体験（各校４名ずつでしたが）もさせてもらいました。パーカッションとは打楽器全

般の総称になり、いろいろな打楽器の本物の音色にうっとりし、またすばらしいバチさばき

に驚きと歓声が起こりました。 

本物の音に触れる経験というのはなかなかありません。よい体験をすることができました。 

一年の計は元旦にあり・・・とよくいわれます。どのような一年を過ごすのか、目標・計画を立てて、その目

標に向かって取り組むと充実した一年となるからです。ただ、三日坊主とならないよう、無理な目標ではなく、

自分の達成できる目標を設定したいものです。 

冬休み、とりわけお正月は、家族そろって過ごすことが多く、いろいろな話をする機会も増えます。 

子どもたちの目標設定の相談に乗っていただけると、子どもたちの励みにもなります。安心安全なご家庭で過ご

す時間が、子どもたちにとっては何よりの時間となりますので、ぜひ子どもたちの想いに耳を傾けて 

いただき、ほっこりとした時間をお過ごしください。 

今年一年、本校教育にご協力・ご支援いただきましてありがとうございました。 

ご家族そろってよいお年をお迎えください。２０２３年もどうぞよろしくお願いいたします。 



                             

                             

【教育相談室開室日のお知らせ】 1 月のスクールカウンセラー来校日は 

1 月 17 日（火）・24 日（火）31（火）です。お気軽にご相談ください。 

【 １月予定 】  

ふるさとフェスタ 2022 12 月 10 日（土）

12 月 10 日（土）は「ふるさとフェスタ」でした。総合的な学習の時間で学

習した「ふるさと学習」を、保護者の皆様、地域の方々に見ていただくよい機

会となりました。ご参加のみなさま、ありがとうございました。 

紙面の関係でほんの一部ですが、感想を紹介させていただきます。 

 

【1 年生】 

 ・サギソウの絵かき歌がゆるくてよかった。いつもサギソウの取組を見ると、ふる

さとの中にある１つ１つの要素が大切だと気付けます。 

・「サギソウ」を理解できた。昔から笠中生のサギソウを守る活動は聞いています。今

後も絶滅からぜひ守ってください。これからも、活動を止めることなくよろしくお

願いします。わたしも帰ったら絵描き歌やりますね。 

 

【2年生】 

・さらにお茶に興味がわきました。村茶を毎日飲みたいと思いました。 

・お茶愛ががんがん感じられました。CM のところがすごくおもしろかった。 

・村茶を飲んでほっこりしたいと感じました。クイズ、川柳、素晴らしいですね。 

・舞台発表はさすが 2 年生！！という感じでした。CM も入れて構成もすごくよかった

と思います。 

 

【3年生】 

・全校で課題を共有し、課題解決に向けて考えていく形式、また今までの活動と展示、

舞台発表が同時に理解できる形式が学びを深めるためにとてもよかったと思う。 

・スタンダードの発表でなく、新しい切り口の発表にびっくり。ぶっつけ本番の質問も

あり、仕込みの質問もあり、臨場感のある授業風景でした。熱血先生の「いいですね」

とどんな答えにも否定しない受け止め方よかった。 

・聞くだけの「発表」ではなく、自分たちの「ふるさと」を守るための全員参加で「考

える」「考えさせられる」発表だったと思います。 

 

たくさんのご意見ありがとうございました！！ 

日 曜 行　　事 月 曜 行　事

10 火 始業式 身体測定 24 火 ＳＣ来校

11 水 短B 給食開始 愛の一声運動 25 水 短B

12 木 中２アップ（数） 26 木 中２アップ（数）

16 月 ふりスタ（国） 27 金 短Ａ 5校時

17 火 ＳＣ来校 28 土 土曜教育（人権講演会）

19 木 中２アップ（英） 30 月 振替休日

23 月 ふりスタ（数） 31 火 朝礼 ＳＣ来校

【冬季休業中の緊急連絡先】 

12/28 及び 1/4 相楽東部広域連合教育委員会 0774-78-4335 

12/29～1/3 まで（お住まいの）笠置町役場（0743-95-2301）・南山城村役場（0743-93-0101） 

 


